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度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十

四
巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

中
院
流
所
伝
の

『

理

趣
経
法
』

に
つ

い

て

　
　
　

　
　
　
　
『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

を
中
心
と

し

て

佐

藤

隆

彦
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一

　

は

じ
め

に

　
『

理
趣
経
法
』

は
、

理

趣
三

昧
の

導
師
所
用
と

し
て

真
言

宗
で

は

非
常

に

よ

く
用
い

ら

れ

る

修
法
次

第
（

書
）

で

あ
る

。

今
日
で

は

真
言

宗
の

寺

院
住
職
と
し

て

身
に

つ

け
る
べ

き
作
法
と

し
て

『

理
趣

経
法
』

を

知
ら

な
い

者
は
い

な
い

と

い

っ

て

も
過
言
で

は

な
い

。

し

か

し

な

が

ら
、

『

理

趣
経
法
」

の

歴
史
に
つ

い

て

委
し

く
検
討
し
た

研
究
は

そ

れ

ほ

ど

多
く

な
い

。

中
院
流
の

『

理

趣
経
法
』

に

つ

い

て

そ

の

成
立

問
題
を

論
じ

た

の

は
、

高
見
寛
恭

著
『

理

趣

法
の

意
得
』

く
ら

い

で

あ
る

。

そ
こ

で

ま

ず
、

高
見
説
を
紹

介
し

、

そ
れ

を

批
判
的
に

考
証
し

て

み

た

い
。

そ

し

て
、

中
院
流
に

お
い

て

「

理
趣

経
法
』

が

ど

の

よ

う
に

修
さ
れ
て
い

く

よ

う
に

な
っ

た
の

か
に
つ

い

て

解
明
し
た
い

。

二

　
先
行

研
究
に
つ

い

て

　
『

理

趣
経
法
』

（
一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
）

い

て
、

高
見
は

、

が

中
院
流
に

伝
来

す
る

こ

と
に
つ

現
行
の

中

院
流
と
云

え

ば
、

大
体
院

家
相
承
に

限
ら

れ
て
い

る
。

今
そ
の

院
家

相
承
に
よ
っ

て

当

流
所
伝
の

次
第
を
見
て

み
る
と
、

そ
の

伝
授
目
録
に

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
中
ー

　
一

帖

五
秘

密
法
中
−
　
　
　
　
　
一

帖

の

両

帖
が

挙
げ
ら

れ
て

い

る
。

前
帖
は

内
題
に

「

理
趣

法
金
」

と

あ
り

、

奥
書

に

「

高
野

山
金
剛
峯
寺
金
堂

不
断
経
西

壇
行
法
用

之
」

と

あ
る

。

金
剛
界
十
種

別
行
立
の

次
第

、

後
帖
は
内
題
に
「

理

趣
法
胎
」

と

あ

り
、

奥
書
に

「

高
野
山

金

剛
峯
寺
金
堂
不
断
経
東
壇
行
法
用
之
」

と

あ
る

。

胎

蔵
界
別

行
立
の

次
第
で

あ
る

。

こ

れ
当
流
相
承
の

理

趣
法
で

あ
る

。

奥
書
に

依
る
と

、

金
堂
不
断
経
両

壇

行
法
所
用
と
あ
る
が

、

単
に
そ
れ
の

行
要
だ

け
に
限
ら

ず、

広
く
一

般
の

法

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

要
儀
式
に

も
依
用
せ

ら

れ
て
い

る
。

と

述
べ

る
。

　

そ
し

て
、

こ

の

二

つ

の

次
第
に
つ

い

て
、

こ

れ

等
両
帖
は

、

伝
授
目

録
に
収
載
せ

ら
れ

る
以

前
か
ら

、

当
流
で

使
用
せ

ら

れ
て

い

た

形
跡
が

あ

る
が

、

正

式
に

当
流
相
伝
の

次
第
と

し
て

取
り
上

げ

ら

れ
、

伝

授
目
録
に

載
せ

て

相
承
さ
れ

る

様
に

な
っ

た
の

は

高
野
山

円
通

寺
密
門

律
師
に

依
っ

て

で

あ
る

ら
し
い

。
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と
述
べ

る
。

そ
の

根
拠
と
し
て

、

次
の

三

点
を
あ
げ
る

。

一
、

彼
の

明

和
七
年
所
授
の

『

中
院
流
伝
授
目

録
』

に

初
め
て

こ

れ

等
が
載
せ

ら

れ
て

い

る
が

、

そ

れ
以
前
の

目
録
に

は

載
せ

ら

れ
て
い

な
い

こ

と
。

二
、

彼
と

同

時
代
の

同
山
成

蓮
院
真
源
大
徳、

大
徳
は

院
家
相
承
を
貶
し

、

我

が

所
伝
を
中
院
本
流
と
称
し

て

中
院
正
流
と
誇
る

師
で

あ
る
が

、

こ

の

大
徳
が

そ
の

著
で

あ
る

『

理
趣
三

昧
古
草
撮
要』

の

中
に

「

近
代

、

法
三

の

御
子
の
一

法
界
ソ

リ
ヤ

法
に

つ

い

て

理
趣
法
を
修
す
る

者
が

あ
る

が
、

こ

れ
は

当
流
の

先．

規
で
は

な
い

。

当
流
曾
て
一

法
界
法
を
伝
え
る

こ

と

を
聞

か
な
い
」

と

云
っ

て

い

る

事
。

三
、

両
帖
と

も
上

記
の

奥
書
の

直
後
に

「

沙
門

本
初
金
剛

密
門
」

と

自
署
が
あ

り
、

本
初
金
剛
密
門
が
こ

れ

等
両
帖
を

取
り
上

げ
て

金
堂

不
断

経
両
壇
行
法
所

用
と

し
て
一

具
に

調
え

た
こ

と

が
知
ら

れ
る

が、

そ
の

本
初
金

剛
と

は
上
の

密

門
律
師
と

同
じ

師
で

あ
る

。

即
ち、

密
門

律
師
が
こ

れ
ら

両
帖
を
金

堂

不
断
経

両
壇
行
法
所
用
と
し
て

調
え
る

際
に

、

我
が
所
伝
で

あ
る

中
院

流
院
家

相
承
に

よ
っ

て

組
み
立

て、

組
み
立
て

た
だ

け
で

そ
の

ま
ま
捨
て

置
か

ず
に
、

自
分
が

一

流
伝
授
す
る

時
に

、

そ
の

伝
授
目
録
に

収
載
し
て

伝
授
し
た
と

思
わ

れ
る

節

　
　

　
　

　
　

　　
ビ　

が

あ
る
こ

と
で

あ
る

。

　

高

見
は

、

こ

の

三

の

理
由
に

よ

り
中
院
流
で

は

密
門

か

ら

『

一

法
界

ソ

リ
ヤ

法
』

を

『

理
趣
経
法
』

と
し
て

用
い

る

よ

う
に

な
っ

た

と

す
る

。

こ

の

部
分
の

高
見
の

見
解
に
つ

い

て

筆
者
は

全
く
異
存
が

無
い

。

　

次
に

問
題
と
な
る
の

は
、

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

が

密
門
ま
で

ど
の

よ

う
に

相

承
し
て

き
た

か
で

あ
る

。

　

こ

の

こ

と
に
つ

い

て
、

高
見
は

中
院
流
所
伝
の

『

理
趣
経
法
』

に
つ

い

て
（
佐
　
藤
）

『

高
野

春
秋

編
年
輯
録
』

等
に

よ
る

と、

流

祖
明
算
大
徳
は

再
三

理
趣
三

昧
の

導
師
を

勤
め
た
と

あ
り、

又
流

祖
以

後
の

代
々

の

祖
師
達
も
大
抵
理

趣
三

昧
の

導
師
を

勤
め
て

い

る

か
ら

、

流

祖
以
来
当
流
に
理

趣
法
或
い

は

理

趣
経
法
を

伝

持
し
て

い

た

事
は

分
か
る
の

で

あ
る

が
、

流
祖
始
め

祖
師
達
所
用
の

次
第
が

今

の

理
趣
法
で

あ
る
か

如
何
か
は
立

証

す
る

編
作
記
録
も
な
い

の

で

ハ

ッ

キ

リ

す

る
こ

と

が

出
来
な
い

。

院
家
相
承
と

は

宝
性
院
に

伝
え

ら
れ

た
中
院
流
で

あ
る

が、

こ

の

宝

性
院
に

は

又
安
祥
寺
流
を
も
相
伝
し

て

居
り

、

そ
の

間
に
は

印
信

や

聖
教
類
の

交
流

相
承
が

少
な

か
ら

ず
見
受
け
ら

れ
る

。

で
、

或
い

は

安
祥
寺

流
に
一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
の

何
か

次
第

類
が
伝
え
ら

れ
て

い

て
、

そ
れ
が

今
の

院

家
相
承
の

方
へ

流

入
し
て

来
た
の

で
は

な
か
ろ

う
か
と

私
案
し

、

安
祥
寺
相
承

の

聖
教
目
録
を

探
っ

て

見
る

と

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ
』

一

紙
が
あ
る

。

そ
の

奥
書

に

は、

「

大
僧
都
御
房
御
自
筆
を

以
て

書
写
し

了
ん

ぬ

　

宗
意
」

と

あ
る

が、

こ

の
一

紙、

そ
の

内
容
を
検
す
る
に

、

真
寂
親
王
の

『

一

法
界
ソ

リ
ヤ
』

と
一

語
一

句
も
相
違
が

な
い

。

即
ち

真
寂
親
王

の

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ
』

な
の

で

あ

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ヨ　

る
。

大
僧
都
御
房
と
は

勧
修
寺
流
厳

覚
僧
都
の

こ

と

で

あ
る

。

と
し

て
、

中

院
流
に

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

影
響
に

よ

る
と

す
る

。

　

そ
の

上

で
、

高
見
は

が

相
伝
し
た

の

は

安
流
の

以
上

考
証
し
た

結
果
を

綜
合
し
て

、

当
法
が
（
筆
者
注
『

一

法
界
ソ

リ
ヤ

法
』

）

中
院
流
に

相
承
せ

ら

れ
て

来
た
血

脈
を
左
に

釣
る
と
、

大
日
如
来
−
金
剛
薩
垣

−
龍
猛
菩
薩
−
龍
智
菩
薩
ー
不
空
三

蔵
−
恵
果

和
尚
−

弘
法
大
師
−
真
雅
−
源
仁
−
益
信
−
神
日

ー
真
寂
…

…

寛
空
−
寛
朝
−
深
覚
ー

信
覚
−
厳
覚

⊥
尓

意
−
実
厳
−
頼
真
−
成
厳
1・
寛
海
i
兼
意
ー
寛
伊
i
成
慧
ー

光
誉
−
隆
雅

ー
興
雅
−
宥
快
−
成
雄
i
快
尊
i
良
雄
−

厳
雅

ー
快
旻
−
宥
智
ー
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中
院
流
所
伝
の

『

理

趣
経
法
』

に

つ

い

て

（
佐
　
藤）

　
朝
意
−

道
意

−
良
意
−
教
栄
ー
維
宝
ー
妙
瑞
ー
密
門
−
龍
海
−
隆
鎮
−
栄
厳
1

　
　
　

　
　
　
　
　
　ワ

　
密
腆
ー

哲
雄
と

な
る

。

と

記
し

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

は

安
流
か

ら

中
院
流
へ

と

相
承
し
た

と

主

張
す
る

。

　
　

三

　
中
院
流

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

の

根
本
資
料

　

中
院
流
所
伝
の

『

理
趣
経
法
』

『

｝

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

に

つ

い

て

考
え

る

場
合
の

根
本
資
料
は

、

高
野
山
大
学
図
書
館

、

真

別
処
寄
託
本
に

あ

る
。

そ

れ
は

、

　
『

一

法
界
ソ

リ

ヤ
法

中
1

』

　
『

五

秘

密
法

中
1

』

　
　
（

5
）

で

あ
る

。

　

前
帖
は

、

表
紙
に

密
門
と

あ
り

、

奥
書
に

は
、

「

高
野
山

金
剛
峯
寺
金

堂
不
断
経
西
壇
／
行
法
用
之

／
沙
門
本
所
金

剛
密
門
」

と

あ

る
。

　

後
帖
は

、

表
紙
に

同
じ

く
密
門
と
あ
り

、

奥
書
に

は
、

「

高
野
山
金

剛

峯
寺
金
堂
不
断
経
東
壇

／
行
法
用

之
／
沙
門

本
所
金
剛
密
門
」

と

あ

る
。

両
帖
と

も
高
野
山
金
堂

の

不
断
経
の

所
用
で

あ
る

こ

と

が

わ

か
る

。

　
な
お

、

こ

れ
ら
二

帖
を

包
む
紙
に

は
、

　
五

秘
密

　
一

法
界

と

題

を
記
し

「

隆
鎮
」

と

あ
る

。

　
こ

の

二

帖
は
中
院
流
の

『

理

趣
経
法
』

を

検
討
す
る

場
合
の

根
本
資

料
で

あ
る

。

こ

れ

ら

両
帖
は

、

隆

鎮
所
持

本
で

あ
る

の

で

密
門

自
筆
本

で

あ
る

可
能
性
も

十
分
に

考
え

ら

れ
る

。

高
見
は

『

理

趣

法
の

意

得
』

の

中
に

お
い

て

こ

の

両
帖
の

次

第
を
全

文
翻
刻
し

て

い

る

が
、

そ

れ
ら

の

翻

刻
が

何
れ
の

写
本
に

も
と

つ

く
か

に
つ

い

て

は

何
ら

明

示
し

て

い

な
い

。

し
た

が
っ

て
、

中
院
流
の

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

に
つ

い

て

考

察
す
る

と

き
高
野

山

大
学
図
書
館
所
蔵
の

写
本
が

も
つ

価
値
は

き
わ

め

て

高
い

。

　

そ
こ

で
、

こ

の

写
本
に

も
と
づ

き
、

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法

中

1
』

の

内
容
を

簡
単
に

紹
介
し

て
い

く
。

＝

法

界
ソ

リ

ヤ

法

中

ー
』

の

内
容

は
、

道

場
観
に

つ

い

て

は
、

真
寂
の

「

ソ

リ

ヤ

法
』

に

同

じ

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

　
観
想
せ
よ

虚
空
の

中
に

バ

ン

字
あ
り
如
意
宝
珠
と
な
る

。

五

色
の

光
を
放
つ

。

　
光
の

中
に

バ

ウ

ン

タ

ラ

ク
キ

リ

ク

ア

ク
の

字
あ
り

。

お

の

お
の

如

意
珠
と
な

　
る

。

バ

ン

水
精
如
意

珠
　
ウ

ン

瑪

瑙
如
意
珠
　
タ
ラ

ク

摩
尼
如
意
珠
　
キ
リ

ク

　
玖
珀
如
意
珠
　
ア

ク

瑠
璃
如
意
珠
こ

れ

遍
照

身
中
の

五

智
の

功
徳
な

り
。

こ

の

　
如
意
宝
珠
変
じ

て

法
性
の

大
日

如
来
と
な
る

。

定
印
に

住
し
て

金
剛
宝

冠
を

戴

　
く
。

冠
の

中
に

五

智
に

坐
し
た

ま

う
。

仏
の

身
色
白
月
の

輝
（

ひ

か

り）

の

如

　
く
し
て

千
葉
の

大
白
蓮
花
王
に

（

坐

し
た

ま
う

）

こ

の

蓮
花
王
五

股
を

以
て

莖

　
と

す
。

こ

れ
一

塵
の

中
の

土

な

り
。

又
遍
法

界
の

身
な
り

。

ま

た

我
が

身
な

　
り
。

ま
た
一

切
衆
生
の

身
な
り

。
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と

す
る

。

こ

こ

で
一

つ

注
目

す
べ

き
事
は

、

道

場
観
の

訓
点
が

誤
っ

て

い

る

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

す
な
わ
ち

、

「

冠
の

中
に
五

智
の

仏
坐
し

た

ま

う
。

身
色
」

と

す
べ

き

所
を
「

冠
の

中
に
五

智
に

坐

し

た

ま

う
。

仏

の

身
色
」

と

訓
じ

る

の

で

あ
る

。

こ

の

部
分
に
つ

い

て

は

後
ほ

ど

少
し

触
れ

た

い
。

　

ま
た

、

『

理

趣

経
』

十
七

段
の

印
明
に
つ

い

て

は
、

虚
空
蔵
に

「

タ

ラ

ン
」

を

用
い

て

い

る
。

　
さ

ら

に
、

本
尊
加
持
に

つ

い

て

は

　
智
拳
印
　
四

所
加
持
　
オ
ン

ア

ソ

ワ

カ

　
大
恵
刀

印
　
ナ
ウ

ボ
バ

ギ
ャ

バ

テ
イ
ハ

ラ
ジ
ャ

ハ

ラ

ミ
タ
エ

イ

オ
ン

キ

リ
チ
シ

　
リ
シ

ュ

ロ

タ
ビ
ジ

ヤ
エ

イ
ソ

ワ

カ

　
極
喜
三

昧
耶
　
オ
ン

マ

カ

ソ

キ

ヤ
バ

ザ
ラ

サ
ト

バ

ジ

ヤ
ク
ウ

ム

バ

ム

コ

ク
ソ

ラ

　
タ

サ
ト

バ

ム

を

用
い

る
。

な
お

、

正

念
誦
の

真
言
は

、

「

オ
ン

ア

ソ

ワ

カ
」

を
用
い

る
。

　
　

四

　
安
流
と
の

関
わ

り

　
『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

は
、

高
見
が

云

う
よ

う
に

安
流

か

ら

中
院
流
へ

と

相

承
さ

れ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

そ
こ

で
、

安
流
次
第
と

の

関
わ

り
に

つ

い

て

考
察
し
て

み

た

い
。

安
流
は

宗
意
を
流

祖
と

す
る

流

派
で

、

宥

快
に

よ
っ

て

高
野
山
へ

相
伝
さ
れ

た
。

安
流
の

『

聖

教
』

に

は
、

『

初

授
』

・
『

牒

葉
』

・
『

普
通

折
紙
』

・
『

秘

部
折
紙
』

・
『

最
秘
部
折

紙
』

・
『

小

皮
子
』

等
が

あ
る

。

　
　
　
中
院

流
所
伝
の

『

理

趣
経
法
』

に

つ

い

て
（
佐
　
藤）

　

そ

の

う
ち

、

『

初
授
』

「

経

部
」

に

は
、

『

理

趣
経

法
』

を
、

『

牒
葉
』

「

秘
法
部
」

に
は

『

理

趣
経
祥

』

を
伝
え
て

い

る
。

さ

ら
に

、

『

普
通
折
紙
』

に

は
、

「

里
取
糸
」

（

理
趣
経
の

こ

と
）

一

結
二

十
二

紙
を
相
伝

す
る

。

こ

れ

ら

は

何
れ

も
『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

に

も
と
つ

く
も
の

で

は

な
い

。

　
『

一

法

界
ソ

リ

ヤ

法
』

と

関
わ
る

『

理

趣

経
法
』

は
、

『

秘
部
折

紙
』

の

中

に

『

ソ

リ
ヤ

法
』

　一

紙
と

、

『

秘
部
』

の

中

に

『

理

趣
経
興

記
』

と

が

あ
る

。

『

秘
部
折
紙
』

の

中
の

『

ソ

リ

ヤ

法
』

は

真
寂
の

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

と

内
容
が
ほ

ぼ
一

致
す
る

。

本
尊
加
持
に
つ

い

て

は

智

拳
印
ア

を

説
く
。

　
『

理

趣
経
興
記

』

は
、

本
尊
加
持
に
つ

い

て

秘
密
灌
頂
印

大
欲
印
　
オ

ン

ソ

ラ

ダ
バ

ザ
ラ

ン

ジ

ャ

ク

ウ
ン

バ

ン

コ

ク

サ
ン

マ

ヤ
サ

ト
バ

ム

大
楽
印
　
オ

ン

マ

カ

ソ

ギ
ャ

バ

ザ
ラ

サ

タ
ヤ
サ

ラ
バ

サ

ト
ベ

イ
ビ

ュ

ジ

ャ

ク

ウ

ン

バ

ン

コ

ク

極
喜
三

昧
耶
　
オ
ン

マ

カ

ソ

キ

ヤ
バ

ザ
ラ
サ
ト

バ

ジ

ヤ

ク
ウ
ム

バ

ム

コ

ク
ソ

ラ

タ

サ
ト
バ

ム

外
五

古
印
　
バ

ン

ウ
ン

タ

ラ

ク
キ

リ
ク
ア

ク

智
拳
印

　
ア

又

印
（

二

重
五

古
印
）

　
オ
ン

バ

ザ
ラ

ダ

ト
ア

ー
ク

と

す
る

。

　

安
流
の

所
伝
と

中

院
流
所

伝
の

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

と

を
比

較
す

る

と
、

道
場
観
は
一

致

す
る

が

本
尊
加
持
に
つ

い

て

は

異
な
っ

て

い

る
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中
院
流
所
伝
の

『

理
趣
経

法
』

に
つ

い

て

（

佐
　
藤
）

こ

と

が

分
か
る

。

　

こ

の

こ

と

を

裏
付
け
る

資
料
と

し
て

、

高
野
山

大
学
図
書
館
三

宝
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6

）

寄
託
『

理

趣
経
法

金
胎
安
』

が

あ
る
。

　

こ

の

次
第
は

、

表
紙
裏
の

付
紙
に

「

安
流
理

趣
法
但
し

中
院
に

用

う

べ

き

な

り
。

已
達
の

所
用
は

流

例
に

拘
る
べ

か

ら

す
。

宜
し

き
に

し

た

が
っ

て

用
う
べ

し
。

初
心
未
練
の

仁
は

働
な
し

。

」

と

あ
る

。

　

こ

の

付
紙
か

ら

こ

の

次
第
が

安
流
の

も
の

で

あ
る

こ

と
、

こ

の

安
流

の

次
第
が

中

院
流
に

お
い

て

も
用
い

ら

れ
た
こ

と

が
わ

か

る
。

た

だ
、

こ

の

次
第
に

は

奥
書
が

無
い

の

で

正

確
な

書
写

年
代
は

わ

か

ら
な
い

が

内
容
や

装
丁

か
ら
見
て

密
門
の

次
第
に

先
行
す
る

事
は

間

違
い

な
い

。

　

こ

の

次

第
は

、

金
胎
両
部
に
つ

い

て

修
法
が

お
こ

な
え
る

よ

う
に

編

成
さ
れ

て

い

る
。

ま

ず
は

「

金
」

の

部
分
に
つ

い

て

紹

介
す
る

。

道
場

観
は

、

能

説
の

教
主

大
日

を
本

尊
と
し

説
会
の

曼

荼
羅
を

観
じ

、

そ

れ

に

ソ

リ

ヤ

法
を

加
味
す
る

。

具
体
的
に

道
場
観
を
示
す
と

虚
空
の

中
に
ア

字
あ
り、

変
じ
て

他
化
自
在
天

宮
と

な
る

。

一

切
如

来
常
に

所

遊
の

処
な

り
。

吉
祥
称
嘆
大
摩
尼
殿

な
り

。

種
種
に

間
錯
せ

り
鈴
鐸
絵
幡
微
風

搖
撃
す

。

珠

鬘
瓔
珞
半
満
月
等
も
て
、

荘
厳
を

す
。

そ

の

中
に

キ

リ

ク

字
あ

り、

大
蓮
花
王
と

な
る

。

上
に

曼

荼
羅
あ
り
。

そ
の

上

に

満
月
輪
あ
り

。

上
に

キ
リ
ク

字

あ
り

。

千
葉
の

大
蓮
花
王
と

な
る

。

五

古
を
以
て

莖
と
し
て

、

横
の

五
鈷
の

上
に

立
つ

。

こ

れ

す
な
わ
ち
一

塵
の

中
の

土

な
り

。

ま
た

遍
法
界
の

身

な
り

。

ま
た

我
が

身
な
り

。

ま
た
一

切
衆
生
の

身
な

り
。

そ
の

蓮
花
の

上
に

バ

ン

字
あ
り
如
意
宝

珠
と

な
っ

て

五
色
の

光
を

放
つ

。

光
の

中
に
バ

ウ

ン

タ

ラ
ク

キ

リ
ク
ア

ク

の

字
あ

り
。

お
の

お
の

如
意
珠
と

な
る

。

バ

ン

水
精
如
意
珠

。

ウ

ン

瑪
瑙
如
意
珠

。

タ
ラ

ク

摩
尼

如
意
珠

。

キ
リ

ク

玖
珀
如
意
珠

。

ア

ク

瑠
璃
如

意
珠

。

こ

れ

遍
照
身
中
の

五

智
の

功
徳
な
り

。

こ

の

如
意
宝
珠
変
じ
て

法
性
の

大
日

如
来
と

な
る

。

定
印
に

住
し

て

金
剛
宝
冠
を

戴
く
。

冠
の

中
に

五

智
の

仏

坐

し
た

ま
え

り
。

身
色
白
月
の

輝
（
ひ

か

り
）

の

如
く
し
て

千
葉
の

大
白
蓮
花

王

に

結
跏
趺
坐
し

玉
へ

り
。

金
剛
手
（

前
の

月
輪
ウ

ン

五

古
）

、

観
自
在
（

後

ろ

の

月
輪
キ
リ
ク

蓮
）

、

虚
空

蔵
（
右
の

月

輪
タ

ラ
ン

宝）

金
剛
拳
（

左
月
輪

ア

ク

蓮）
、

文
殊
師

利
（

東
南
月
輪
ア

ン

釼）
、

纔
発
心

転
法
輪
（

西
南
月
輪
ウ

ン

輪）
、

虚

空

庫
（
西
北

月
輪
オ
ン

羯）
、

摧
一

切
魔
菩
薩
（
東
背
輪
カ

ク

牙）

是
の

如
き
等
の

八

十
倶
胝
大
菩
薩
衆
と

恭
敬
囲
遶
し
て

説
法
す
（

般
若
理
趣
経

を
説
く）

と

す
る

。

　

本
尊
加
持
に
つ

い

て
は

秘
密
灌
頂
印

大
欲
印

　
オ
ン

ソ

ラ

ダ
バ

ザ
ラ

ン

ジ

ャ

ク
ウ

ン

バ

ン

コ

ク
サ
ン

マ

ヤ
サ

ト
バ

ム

大
楽
印
　
オ
ン

マ

カ
ソ

ギ
ャ

バ

ザ
ラ

サ
タ

ヤ
サ
ラ

バ

サ

ト
ベ

イ
ビ
ュ

ジ
ャ

ク
ウ

ン

バ

ン

コ

ク

極
喜
三

眛
耶

　
オ
ン

マ

カ
ソ

キ
ヤ
バ

ザ
ラ

サ
ト
バ

ジ

ヤ

ク
ウ
ム

バ

ム

コ

ク
ソ

ラ

タ

サ
ト
バ

ム

外
五

古
印

　
バ

ン

ウ

ン

タ
ラ

ク

キ
リ

ク
ア

ク

智
拳
印
　
ア

又

印
（

二

重
五

古
印）

　
オ

ン

バ

ザ
ラ

ダ
ト
ア

ー
ク

を

用
い

る
。

　

次
に

、

「

胎
」

に
つ

い

て

述
べ

る
。
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道
場
観
は

、

す
な
わ

ち
、

真
寂
の

『

ソ

リ

ヤ
法
』

に

も
と
つ

く
道
場
観
を

用
い

る
。

　
虚
空
の

中
に
バ

ン

字
あ
り

。

如
意
宝
珠
と

な
る

。

五
色
の

光
を

放
つ

。

光
の

中

　
に

バ

ウ

ン

タ
ラ

ク
キ

リ
ク

ア

ク
の

字
あ
り
。

お
の

お
の

如
意
珠
と

な

る
。

バ

ン

　
水
精
如
意
珠

。

ウ
ン

瑪
瑙
如
意
珠

。

タ

ラ
ク

摩
尼
如
意
珠

。

キ
リ

ク

玖
珀
如
意

　
珠

。

ア

ク

瑠
璃
如
意
珠

。

こ

れ

遍
照

身
中
の

五

智
の

功
徳
な

り
。

こ
の

如
意
宝

　
珠
変
じ

て

法
性
の

大
日

如
来
と

な
る

。

定
印
に

住
し
て

金
剛
宝
冠
を

戴
く

。

冠

　
の

中
に

五

智
の

仏

坐
し
た

ま
ふ

。

身
色
白
月
の

輝
（

ひ

か

り
）

の

如
く
し
て

千

　
葉
の

大
白
蓮

花
王
に

坐
し

玉
ふ

。

こ

の

蓮
花
王
五

古
を

以
て

莖
と

す
。

こ

れ
一

　
塵
の

中
の

土

な
り

。

ま
た

遍
法
界
の

身
な

り
。

ま
た

我
が

身
な
り

。

ま
た
一

切

　

衆
生
の

身
な

り
。

と

す
る

。

こ

の

道
場
観
は

中
院
流
の

『

一

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

と

ほ

ぼ

同

じ
で

あ
る

。

　

本
尊
加
持
に

つ

い

て

は
、

先
に

示
し
た

金
と
同

じ

本
尊
加
持
を
用
い

る
。

な

お
こ

の

次

第
の

本
尊

加
持
は
、

金
胎

共
に

安
流
『

秘

部
折

紙
』

に

も
と
つ

く
。

　

こ

の

よ

う
に

検

討
し

て

み
る
と

安
流
の

次
第
と

中
院
流
の

次
第
と

で

は

道
場
観
は

類
似

す
る

が
、

本

尊
加
持
に
つ

い

て

は

全

く
異
な
っ

て

い

る
こ

と

が
わ

か

る
。

し

た

が
っ

て
、

高
見
が

云

う
よ

う
に

中

院
流
の

次

第
は

安
流
か

ら

流
入
し

た

も
の

と

は

考
え
に

く
い

。

中
院
流

所
伝
の

『

理

趣
経
法
』

に
つ

い

て

（
佐

藤
）

　
　

五

　
三

宝
院
流
と
の

関
わ

り

　

中
院
流
の

『

理

趣
経
法
』

が
安
流
か

ら

来
た

も
の

で

は

無
い

と

す
る

と

ど
の

よ

う
に

し

て

成
立
し

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

そ

れ

を

解
く
鍵
は

本

尊
加

持
に

あ

る
。

す
な
わ

ち
、

中

院
流
の

『

理

趣
経
法
』

と

同
じ
本

尊

加
持
を

説
く
の

は
三

宝
院
流
の

『

秘
鈔
』

で

あ
る

。

　
『

秘

鈔
』

は
、

道
場
観
に

能
説
の

教
主

大
日
を

本
尊
と

し

て

ソ

リ

ヤ

法

を
加
味
し

た

も
の

（
先
に

示
し

た

安
流
次
第
「

金
」

の

道

場
観
に

同
じ

）

を

用

い

る
。

　

本
尊
加
持
に
つ

い

て

は

　

智
拳
印
　
四

所
加
持
　
オ
ン

ア

ソ

ワ
カ

　

大
恵
刀

印

　
ナ
ウ

ボ
バ

ギ
ャ

バ

テ
イ
ハ

ラ

ジ
ャ

ハ

ラ

ミ
タ
エ

イ
オ
ン

キ

リ
チ
シ

　

リ
シ

ユ

ロ

タ

ビ

ジ

ヤ
エ

イ
ソ

ワ

カ

　

極
喜
三

昧
耶
　
オ
ン

マ

カ

ソ

キ

ヤ
バ

ザ
ラ

サ
ト

バ

ジ

ヤ
ク

ウ

ム

バ

ム

コ

ク
ソ

ラ

　
タ

サ
ト
バ

ム

　
　
　
（
7

）

を

用
い

る
。

　

中
院

流
の

本
尊
加
持
と

『

秘
鈔
』

の

そ
れ

と

は

全

く

同
じ
で

あ
る

。

両
者
の

違
い

は
、

『

秘
鈔
』

の

道

場
観
は

ソ

リ

ヤ

法
に

も
と
づ

き
な
が

ら

も
説
会
の

曼
荼
羅
を

観
ず
る

よ

う
に

工

夫
さ
れ
て

い

る
の

に

対
し

、

中

院
流
の

次
第
で

は

真
寂
の

ソ

リ

ヤ

法
そ
の

も
の

に

戻
し

て

い

る

点
に

あ

る
。

先
に
述
べ

た

が

道
場
観
の

訓

読
を

誤
っ

て

い

る

の

も
こ

れ

ま
で

流

派
の

中
で

用
い

て

き
た

次
第
で

は

な

く
む
し
ろ

本
源
的
な

も
の

に

返
し
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中

院
流
所
伝
の

『

理

趣
経
法
』

に
つ

い

て

（
佐

　
藤）

た

が

故
お
こ

っ

た

の

で

は

な
い

か
と

考
え
る

。

　

ま
た

、

十
七

段
の

虚
空
蔵
の

印
明

に
つ

い

て

も
『

秘
鈔
』

は

タ

ラ

ク

と

す
る

が
、

中
院
流
の

次
第
で

は

タ

ラ

ン

と

す
る

。

タ

ラ

ク

と

す
る

の

は

『

理
趣

経
』

の

説
と

異
な

る

師
伝

で

あ
る

。

タ

ラ
ン

と

す
る

の

は

経

典
に

も
と
つ

く
。

こ

の

よ

う
に

中
院

流
の

次
第
は
三

宝
院
流
の

『

秘
鈔
』

を

主

要
な

よ

り
ど

こ

ろ

と

し

な

が

ら

も

そ

れ

を
さ

ら

に

本
源
的
な
も
の

へ

と

改
変
し
て
い

る
。

す
な

わ

ち
、

道

場
観
に
つ

い

て

は

真
寂
の

コ

法
界
ソ

リ

ヤ

法
』

そ
の

も
の

に

戻
し
、

十
七

段
の

印
明
も

経
説
を

採
用

す
る

。

こ

れ
ら

の

部
分
に
つ

い

て

は

三

宝
院
流
と

違
っ

て
い

る
。

　

し

か

し

な
が
ら

、

中
院
流
の

次
第

は

三

宝
院

流
の

『

秘

鈔
』

を

参
照

し

た

こ

と
は

そ
の

本
尊
加
持
か

ら

わ

か

る
。

さ

ら

に
、

中
院
流
の

『

五

秘
密
法
』

が

三

宝
院
流
に

も
と

つ

く
こ

と

を
合
せ

考
え
れ

ば

中
院
流
の

「

一

法

界
ソ

リ

ヤ

法
』

は

安
流

か

ら

流

入
し

た

の

で

は

な

く
三

宝

院
流

『

秘

鈔
』

を

参
照

に

作
成

さ

れ

た

も
の

と

考
え
る

の

が

穏
当
で

あ
ろ

う
。

妙
瑞
が

性
善
か
ら
三

宝

院
流

を

相
承
し
（

三

宝

院
流
洞
泉
相
承）

真
別
所

に

お
い

て

密
門
へ

伝
承
し

た

こ

と

も
こ

の

問
題
と

関
連
す
る

と

考
え
ら

れ

る
。
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